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今年度の寒剤供給価格について
今年度の寒剤供給価格（液体ヘリウム、液体窒素、ヘリウムガスボンベ）は下記のよう

に決まりました。

所 内 所 外

L L液体ヘリウム ２４５円／ ３００円／

L L液体窒素 ４５円／ ６０円／

ヘリウムガス １０ ,360円／本

４月２７日の高圧ガス保安教育

（新人対象）には１６２名の方

が参加しました。

約 年ぶりの液化室だよりとなります。この「液化室だより」は、物性研 低温液化室2

が不定期に発行する寒剤ユーザーへのお知らせ等を記載した配布物です。

今号は寒剤の供給価格についてのお知らせですが、今年度は所外の液体ヘリウム価格

が値上げとなりました。値上げの原因は です。回収率の低さ

回収率は液化室ではユーザーの皆さんに、回収率向上のお願いを常にしておりますが、

。 、ユーザーに供給価格という形で反映されます 回収率が低ければ供給価格は上がりますし

回収率が高ければ供給価格も下がります。

また、ヘリウムは日本では採取できず、 ％輸入に頼っている日本においては資源と100

しても貴重です。貴重な資源を有効に利用するという意味でも回収率向上へのご協力をお

願いします。


